
№ 分類 補足 質問 選択/記述 選択肢

1 あなたの校種を選んでください 選択 ①小学校・義務教育学校（前期）、②中学校・義務教育学校（後期）、③高等学校・県立中学校、④特別支援学校

2 あなたの補職名を選んでください 選択
①校長、②副校長・教頭、③主幹教諭、④教諭、⑤常勤講師、⑥非常勤講師、⑦養護教諭、⑧講師(養護）、⑨栄養教諭、⑩講師（栄

養）、⑪栄養職員、⑫実習助手、⑬寄宿舎指導員、⑭その他:

3 あなたの年齢（年代）を選んでください 選択 ①２０歳代、②３０歳代、③４０歳代、④５０歳代、⑤６０歳代、⑥７０歳代以上

4
学校の所在地を選択してください

県立学校所属の方は「県立」を選択してください
選択 ①県立、②奈良市・・・・㊵東吉野村（県立と３９市町村名）

5 性別を選んでください 選択 ①男、②女、③回答しない

6 教職員として、奈良県で働き続けたいと思っていますか 選択 ①とても思う、②やや思う、③どちらともいえない、④あまり思わない、⑤全く思わない

「あまり思わない」「全く思わない」と回答した方は、なぜ思わないのか理由を記入

してください
記述

7 継続的に学び続け、自分自身の成長を感じていますか 選択 ①とても感じる、②やや感じる、③どちらともいえない、④あまり感じない、⑤全く感じない

「あまり感じない」「全く感じない」と回答した方は、なぜ感じないのか理由を記入

してください
記述

8 教職員同士の協力や支え合いを感じていますか 選択 ①とても感じる、②やや感じる、③どちらともいえない、④あまり感じない、⑤全く感じない

「あまり感じない」「全く感じない」と回答した方は、なぜ感じないのか理由を記入

してください
記述

9 ワークライフバランスを確立させることができていますか 選択 ①とてもできている、②ややできている、③どちらともいえない、④あまりできていない、⑤全くできていない

「あまりできていない」「全くできていない」と回答した方は、なぜできていないの

か理由を記入してください
記述

10 自分の仕事は適切に評価され、尊重されていると感じていますか 選択 ①とても感じる、②やや感じる、③どちらともいえない、④あまり感じない、⑤全く感じない

「あまり感じない」「全く感じない」と回答した方は、なぜ、感じないのか理由を記

入してください
記述

11 将来管理職になりたいと思いますか 選択 ①現在管理職である、②思う、③思わない、④迷っている、⑤該当しない

「思わない」「迷っている」と回答した方は、その理由は何ですか 選択 ①責任が大き過ぎると感じる、②勤務時間が長くなり過ぎると感じる、③現在の仕事が好き、④その他:

12 月あたりの平均的な時間外在校等時間は何時間ですか 選択 ①３０時間以下、②３０時間超から４５時間以下、③４５時間超から８０時間以下、④８０時間超

13 令和４年度（３年前）と比べて時間外在校等時間は短くなりましたか 選択 ①短くなった、②同じ、③長くなった、④３年前は奈良県の公立学校教員ではなかった

14
時間外在校等時間に行っている業務は何ですか

（複数回答可）
選択

①授業準備、②学習指導、③試験問題作成・採点、④成績処理、⑤部活動・クラブ活動、⑥生徒指導、⑦保護者対応、⑧地域対応、⑨学

年・学級経営、⑩学校行事、⑪児童会・生徒会、⑫職員会議・学年会などの会議（学校内）、⑬会議・打ち合わせ（学校外）、⑭研修、

⑮会計処理、⑯調査への回答、⑰行政・関係団体への対応、⑱校務分掌事務

15 １４の項目以外で、時間外在校等時間に行っている業務はどのようなものですか 記述

16 週休日や休日に、学校行事以外で学校へ行くこと等はありますか 選択 ①ある、②ない

「ある」と回答した方は、どの用務で学校に行くことが多いか上位３つ選択してくだ

さい
選択

①学校開放・施設管理、②PTA関係、③地域行事への参加、④子どもの引率（部活動を除く）、⑤生徒指導、⑥授業準備、⑦学習指導、

⑧成績処理、⑨宿日直業務、⑩事務処理、⑪部活動、⑫その他:

17 持ち帰り仕事の頻度はどの程度ですか 選択 ①持ち帰りの仕事はない、②年数回程度、③月数回程度、④週１回程度、⑤週数回程度、⑥ほぼ毎日

「持ち帰り仕事がある」と回答した方は、どのような仕事を持ち帰っているか記入し

てください
記述

「持ち帰り仕事がある」と回答した方は、持ち帰らなければならない理由は何ですか 選択 ①退勤を促されるため、②育児・介護等で帰らないといけないため、③自宅等で処理する方が能率が上がるため、④その他:

18 令和6年１月～令和６年12月の間で、年次有給休暇を何日取得しましたか 選択 ①０～５日、②６～１０日、③１１～１５日、④１６日～２０日、⑤２１日以上

19 これまでに取得しづらいと感じた特別休暇はありましたか 選択 ①あった、②なかった

「あった」と回答した方は、これまでに取得しづらいと感じた特別休暇について上位

３つを選択してください
選択

①出産（産前・産後）休暇、②育児休暇、③介護休暇、④負傷・疾病による特別休暇、⑤出生サポート休暇、⑥配偶者の出産に伴う休

暇、⑦男性の育児参加のための休暇、⑧生理休暇、⑨子どもの看護休暇、⑩その他:

取得しづらい最も大きな理由は何ですか 選択

①業務が忙しいから、②管理職の理解が得られないのではないかと思うから、③職場（同僚）の理解が得られないのではないかと思うか

ら、④代替の教員が見つからないのではないかと思うから、⑤児童・生徒が不安になるのではないかと思うから、⑥保護者の理解が得ら

れないのではないかと思うから、⑦制度そのものや取得のための手続きが分かりにくいから、⑧その他:

20 休憩時間を取得できていますか 選択 ①概ね取得できている、②やや取得できている、③あまり取得できていない、④全く取得できていない

「あまり取得できていない」「全く取得できていない」と回答した方、取得できない

理由は何ですか
選択 ①具体的に休憩時間を示されていないから、②業務が忙しいから、③その他

21 すでに活用したことのある制度はありますか（複数回答可） 選択 ①フレックス制、②勤務時間の割り振り、③育児休業、④時短勤務、⑥活用したことがない

22 今後活用したい制度はありますか（複数回答可） 選択 ①フレックス制、②勤務時間の割り振り、③育児休業、④時短勤務、⑥活用する予定がない

23 活用していない最も大きな理由は何ですか 選択

①業務が忙しいから、②管理職の理解が得られないのではないかと思うから、③職場（同僚）の理解が得られないのではないかと思うか

ら、④代替の教員が見つからないのではないかと思うから、⑤児童・生徒が不安になるのではないかと思うから、⑥保護者の理解が得ら

れないのではないかと思うから、⑦制度そのものや取得のための手続きが分かりにくいから、⑧必要性を感じないから、⑨その他:

24 今後、在宅勤務制度の創設を希望しますか 選択
①自宅等で校務支援システムが使用できるかどうかに関わらず希望する、②自宅等で校務支援システムが使用可能であれば希望する、③

希望しない、④どちらともいえない

25
もし在宅勤務制度が創設されれば、どのような業務に活用するか上位３つを選択して

ください
選択

①授業準備、②授業、③研修、④試験問題作成、⑤添削、⑥提出物の整理、⑦会議、⑧校務分掌による業務、⑨在宅勤務制度は利用しな

い、⑩その他:

26 令和４年度（３年前）比べて、学校における働き方改革が進んでいると感じますか 選択 ①とても感じる、②やや感じる、③あまり感じない、④全く感じない、⑤３年前は奈良県の公立学校教員ではなかった

27
教育職員の時間外在校等時間に上限規制（４５時間以下/月、３６０時間以下/年）が

あることを知っていますか
選択 ①知っている、②知らない

28
国の指針では、令和11年度までに教育職員の時間外在校等時間を30時間以下/月に削

減することを目標とされていることを知っていますか
選択 ①知っている、②知らない

29 教員として業務を行う上で、負担感の強い業務は何ですか（複数回答可） 選択

①成績処理、②通知表・指導要録の作成、③国や県、市町村からのアンケートへの回答、④研修会の準備・報告、⑤生徒指導、⑥保護

者・地域からの要望・苦情への対応、⑦支援が必要な家庭への対応、⑧部活動、⑨テストや教材の作成・採点、⑩教員ではない、⑪その

他:

30 業務の中で最も負担感の強い業務は何ですか 選択
①成績処理、②通知表・指導要録の作成、③国や県、市町村からのアンケートの回答、④研修会の準備・報告、⑤生徒指導、⑥保護者・

地域からの要望・苦情への対応、⑦支援が必要な家庭への対応、⑧部活動、⑨テストや教材の作成・採点、⑩教員ではない、⑪その他:

31 年間総授業時数の見直しにより、教員の業務負担が減ったと感じますか 選択 ①減った、②減っていない、③年間総授業時数の見直しを行っていない、④わからない

32 保護者や地域からの過剰な苦情や不当な要求で困ったことはありますか 選択 ①ある、②ない

「ある」と回答した方は、どのような苦情や要求か上位３つを選択してください 選択
①教職員の態度や行動について、②子どもの友達関係について、③学習指導について、④生徒指導について、⑤給食指導について、⑥子

どもの怪我や体調不良への対応について、⑦行事について、⑧学校の方針や運営について、⑨その他:

33 仕事に関する悩みは主に誰に相談するか上位３つを選択してください 選択
①家族、②友人、③現在の同僚、④現在の管理職、⑤他校の教職員、⑥恩師、⑦以前の同僚、⑧以前の管理職、⑨県教育委員会、⑩市町

村教育委員会、⑪相談窓口（メンタルヘルス相談等）、⑫AI、⑬その他:
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令和７年度　学校における働き方に関するアンケート（教育職員用）

基

本

情

報

働

き

が

い

に

つ

い

て

学びの充実

人との関係性

働きやすさ

評価・尊重

資料7



34
教職員同士がコミュニケーションを取ったり相談したりしやすい環境になっていると

思いますか
選択 ①とてもそう思う、②ややそう思う、③あまりそう思わない、④全くそう思わない

35 最も相談しやすいのはどのような方法ですか 選択 ①対面、②電話、③チャット・メール、④SNS、⑤手紙等、⑥その他:

36 相談するとしたら、いつ相談したいか１つ選択してください 選択
①児童生徒が退校後の勤務時間内、②勤務時間内の空いた時間、③勤務時間外、④相談したくなったときに速やかに、⑤相談は希望しな

い、⑥その他:

37 対面で相談するとしたら、どのような場所で相談するか１つ選択してください 選択 ①職員室、②休憩室、③校長室、④教室等、⑤学校外、⑥相談は希望しない、⑦その他:

38 学校内の施設で改善が必要な所はありますか 選択 ①ある、②ない

「ある」と回答した方は、具体的にどのような所か記入してください 記述

39 「研修機会」について、ご自身の状況に最も近いものを１つ選択してください 選択

①自身の成長に必要な研修を十分に受けることができている

②研修の機会はあるが、自身のスキルアップやキャリアに合致するものが少ない

③受講したい研修はあるが、業務多忙により参加が難しい

④受講したい研修はあるが、同僚への配慮や職場環境の理由で参加しにくい

⑤研修の開催情報や内容が十分に周知されていないため、参加機会を逃している

⑥現状、研修受講する必要性を感じていない

⑦研修の機会があまりない

⑧その他:

40 どのような形で最も研修を受けたいか１つ選択してください 選択 ①オンライン、②オンデマンド、③参集型、④その他:

41
Google Work for Educationを活用することで、負担が軽減した業務はどれですか（複

数回答可）
選択

①授業での活用、②ファイルの共有、③アンケートの集計、④会議や打ち合わせの時間短縮、⑤職員間の連絡、⑥児童・生徒への連絡、

⑦保護者への連絡、⑧研究会等の運営、⑨その他:

42
Google Work for Educationのツールのうち、業務で活用しているものはどれですか

（複数回答可）
選択 ①クラスルーム、②メール、③チャット、④ミート、⑤フォームズ、⑥スプレッドシート、⑦ドキュメント、⑧ジェミニ、⑨その他:

43
電子化やオンライン化により業務が軽減できると考えらる学校業務があればお答えく

ださい
記述

44 ICT活用・デジタル化を促進する上で、最も課題となっていることは何ですか 選択 ①環境整備の充実、②ツールの活用方法等の周知、③教職員の活用力、④研修の機会の確保、⑤その他:

45

いいネットならアカウント（Google Work for Education）では、一般の無料版よりも

より安全性を高めた生成AIツール（Gemini アプリ）が利用できます。利用したことは

ありますか。

選択 ①利用したことがある、②利用したことはないが今後利用してみたい、③利用したことはなく今後も利用しない

いいネットならアカウントで生成AIツールを利用しない理由は何ですか 選択
①知らなかったから、②何ができるかわからないから、③操作方法がわからないから、④情報漏洩が心配だから、⑤AIに聞かなくても自

分でできるから、⑥具体的な活用方法が思いつかないから、⑦安易にAIに頼りたくないから、⑧その他:
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地域と連携・協働を進めることは、学校の業務負担軽減や業務改善につながっている

と感じますか
選択 ①とても感じる、②やや感じる、③あまり感じない、④全く感じない、⑤わからない

47 部活動における課題はありますか 選択 ①ある、②ない、③部活動がない、④わからない

「ある」と回答した方は、どのような課題か上位３つを選択してください 選択
①人間関係、②教員の負担過多、③経済的負担、④専門知識・技能の不足、⑤責任問題、⑥活動の選択肢の減少、⑦指導者の確保、⑧地

域間の格差、⑨財源の確保、⑩地域との連携不足、⑪その他:

48 部活動指導員との連携における課題はありますか 選択 ①ある、②ない、③部活動指導員はいない、④部活動がない、⑤該当する業務がない

「ある」と回答した方は、どのような課題か記入してください 記述

49 中学校における休日の地域クラブ活動に指導者として関わりたいと思いますか 選択 ①関わりたい、②関わる予定はない、③検討中、④わからない

50
「学校における働き方改革」について、何かご意見等がありましたら自由にご記入く

ださい
記述
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